




平成 +-年 +*月 ,0日受付平成 +.年 -月 +.日受理
要約 : ストレプトマイシン SM により無核化したブドウ 藤稔 の花穂先端部の切りつめ整形処理 およ
び満開時や後期でのジベレリン GAや +-(,-chloro-.-pyridyl)---phenylurea CPPU処理の違いが収穫時
の果粒肥大や品質に及ぼす影響について調査した
+ 開花初期の花穂先端部の切りつめ整形処理は 切りつめの程度が長いほど果房や果軸が重くなった
, 切りつめ整形果房の GA CPPUの混合処理は 満開時より後期に処理した場合に顕著な果粒の肥大
効果を示した また 大粒果にかかわらず 果色や糖度および裂果などの品質低下が少なかった
キワド : 四倍体ブドウ 藤稔 果粒肥大 花穂の切りつめ整形 ジベレリン CPPU

緒 言
ブドウ 藤稔 は 巨峰 や ピオネ に比べると結









著者は前報+.において 一粒重 ,* g以上の大粒の無核
果生産が 満開期ジベレリン 以後 GAと記す ,./ppm
単用処理と 満開後 +*日頃における GA /*または +**
ppmと +-(,-chloro-.-pyridyl)---phenylurea 以後 CPPU
と記す +* ppmの混合処理で達成できることを明らかに





切りつめ整形 および満開時や後期での GAや CPPU処




稔 -樹を用いた 供試薬剤は SMはアグレプト液剤
SM,*含有 ; 明治製菓株 製 の ,**ppm水溶液を用
いた GAは GA- -.+を含むジベレリン粉末 協和酵工
業株 製 を用い GA-として ,./ ,/ /* +**ppm濃
度の希釈液を用いた CPPUはフルメット液剤 CPPU
*.+含有 ; 協和酵工業株製の +*ppm相当濃度の希
釈液を用いた
SM処理は +333年 /月 +.日 満開 +0日前に ,**ppm
水溶液を 動力噴霧器を用いて散布した 薬量としては +
樹当たり約 -+ lをの上 下から充分に散布した
花穂整形処理は開花初期の /月 ,.日に花穂の先端から
* +および , cmを切り戻す花穂切りつめ処理を行い 花
穂切りつめ先から約 -./ cmに花穂を残す整形処理を行っ
た
試験区は表 +に示したように 花穂整形処理別に 満開
時と満開 ++日後の後期に GA ,/ ppmを処理した慣行処
理区 SM散布後の満開時と後期に GA ,/ ppmを処理し
た区 SM散布後の満開時に GA ,/ppmと CPPU +*ppm
を混合処理し 後期に GA ,/ /*および +**ppmを処理
した区 および SM散布後の満開時に GA ,./ppmを処理
し 後期に GA /*または +** ppmに CPPU +* ppmを混
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収穫した果実の調査は 果房重 最大軸径 軸重 主軸
長 第 +車基部から房先の車基部までの長さ 支梗長 第
+車の主軸に最も近い果梗基部までの長さ 支梗数 車
一粒重 果粒数について行った
また 果皮色は各果房の上 中 下段から ,粒づつを対
象として 果皮表面の明度 L*値 と赤色指標 a*値 に




い 酸度は ++*M NaOH液による滴定法で求め 酒石酸
含有量換算値 WW で表した
なお 区間による平均値の有意差は 花穂切りつめと満




実 験 結 果
表 +に SM ,**ppmの無核化処理を行った果房および
行わなかった果房について 開花初期に花穂先端部を *
+ , cm切りつめ満開時に GAの ,./ ,/ppmまたは GA
,/ ppmに CPPU +* ppmを混合処理し さらに満開後 ++
日目に後期処理として GA ,/ /* +**ppmの単用処理ま








表 + 後期に CPPUと GAを混合処理した果房は 慣行
処理に比べて大果粒になったが 切りつめが長いほど果房
の上段支梗はやや張り出した形状を呈し 着生した果粒は
ややバラけた形状となった 写真 + さらに花穂切りつめ
と GAないしは GAに CPPUを混合した場合の処理効果
を把握するために 試験区内を要因別に分けて比較検討し
た 表 , 花穂切りつめでは 切りつめ程度が長いほど果
房や軸は重く 太くなった また 主軸は短く 支梗は長
く 支梗数は少なかった 一方 果色や裂果による違いは
認められなかったが 切りつめ程度が長いほど果実糖度を
高めた GAまたは GAと CPPUの混合処理では 満開時
の CPPU処理で果軸が太くなることが示されたが 果房
重や果粒については 後期に CPPU処理した場合に果房









表 + ブドウ 藤稔 の SM散布後の花穂切りつめと満開時 後期の GAおよび CPPU処理が果実肥大 品質に及ぼす影響u




















表 , 写真 +




CPPU ,/ ppmを満開時の GAに混合する処理が行われ





表 , ブドウ 藤稔 の花穂切りつめと満開時および後期の GA CPPU処理の違いによる区間の相違v
写真 + ブドウ 藤稔 の花穂切りつめ程度と果房形状の関係w
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大促進を 無核果栽培では果粒の密着した円筒形の果房に






は 開花初期に花穂先端部を , cm程度切りつめ さらに
後期の GAと CPPUの混合処理で /** g以上の房となり
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E#ects of pruning of ﬂower clusters and treatment
of gibberelin and CPPU on enlargement of
seedless berries induced by streptomycin
in the grape Fujiminori’
By
Kazunori ISHIKAWA*, Tadashi BABA**, Hisamitsu TAKAHASHI***,
Hiroaki KATO**** and Fukio IKEDA**
(Received October ,0, ,**+/Accepted March +., ,**,)
Summary : Spraying of streptomycin (SM) at +0 days prior to full bloom induced parthenocarpic
berries in the seeded grape Fujiminori’, however, their sizes were not large enough at harvest. This
experiment was carried out to investigate the e#ects of pruning of ﬂower clusters and dipping
treatment of gibberellin (GA) and +-(,-chloro-.-pyridyl)---phenylurea (CPPU) at ﬂoral stage for im-
provement of size and qualities. The results were summarized as follows.
+) Pruning of ﬂower clusters a#ected the shape and size of the harvested bunches. The longer
the cutting from the top of ﬂower cluster, the heavier bunch and stem were harvested.
,) Additional GA and CPPU mixture treatment at ++ days after full bloom produced larger
berries, moderate qualities as rich sweetness with dark color and seldom berry cracking.
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